
(第1号）高萩市国体だより（ 1 ）
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まどころ国体

47年1月25日

発行国体高萩市実行委員会

編集高萩市国体事務局

印刷藤枝印刷所

三

」

星

叩

ｔ

１

３

。

篝
功

高
萩
市
は
軟
式
野
球
（
準
硬
式
悪

第26回和歌山国体開会式・茨城県選手団の入場行進

第
二
十
九
回
鬮
民
体
育
大
会
が
、
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
わ
が
市

が
郷
土
茨
城
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
昨
の
発
展
と
住
民
意
識
の
向
上
の
た
め
に

年
六
月
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

誠
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。
国
体
会
場
地
と
し
て
引
き
受
け
た
以

国
体
が
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
、
初
上
は
施
設
の
整
肺
に
も
万
全
を
期
し
、

め
て
京
都
で
開
か
れ
て
か
ら
二
十
六
回
昨
年
よ
り
建
設
中
の
市
営
野
球
場
も
立

戦
後
の
若
い
芽
は
今
で
は
り
つ
ば
に
成
派
に
完
成
さ
せ
遠
来
の
客
を
心
か
ら

長
し
、
成
年
の
樹
と
な
り
大
樹
に
成
長
歓
迎
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
年
は
そ

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
水
と
の
成
功
を
期
す
る
た
ぬ
に
国
体
リ
ハ
ー

緑
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
自
然
の
中
に
、
サ
ル
を
兼
ね
た
高
松
宮
賜
杯
全
国
野
球

す
ぐ
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
う
け
つ
い
だ
大
会
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

茨
城
が
国
体
開
催
県
と
な
り
、
わ
が
市
市
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
と
き
に
あ

が
一
般
收
式
野
球
の
準
破
式
野
球
の
会
た
り
ひ
と
り
ひ
と
り
が
国
体
を
明
る
く

場
と
し
て
、
四
十
九
年
の
国
体
を
迎
え
楽
し
く
迎
え
る
た
め
の
巡
動
を
一
段
と

進
め
、
み
ん
な
の
力
で
国
体
の
成
功
を

め
ざ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

溌野
獣
鰐
。
ゞ

蝦

豊

畿

鑛

鐸

鐸

慧

謡

鱗

》

料

謹

驚

…

琴

沖

ま
た
昨
年
十
一
月
県
下
各
市
に
さ
き
が

昭
和
四
十
九
年
に
第
二
十
九
回
国
民
け
て
国
体
高
萩
市
実
行
委
員
会
を
結
成

体
育
大
会
が
茨
城
県
で
開
か
れ
る
に
あ
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
市
民
一

た
り
、
高
萩
市
で
準
硬
式
野
球
大
会
が
人
一
人
に
国
体
の
も
つ
意
義
の
認
識
と

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
理
解
を
深
め
、
脚
体
ム
ー
ド
を
高
め
な

す
で
に
ご
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
が
ら
、
ま
ご
こ
ろ
を
も
っ
て
人
女
を
迎

こ
の
茨
城
国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
え
る
た
め
市
民
運
動
を
推
し
進
め
る
こ

県
で
は
「
水
と
緑
の
ま
ど
こ
ろ
国
体
」
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

の
テ
ー
マ
を
か
か
げ
、
日
下
那
珂
町
に
全
市
民
が
力
を
合
せ
て
「
ま
ど
こ
ろ
国

主
競
技
場
を
は
じ
め
、
各
種
競
技
施
設
体
」
の
名
に
は
じ
な
い
よ
う
、
そ
し
て

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
市
も
郷
土
茨
城
の
す
ぐ
れ
た
歴
史
と
輝
か
し

こ
の
大
会
に
対
応
し
て
本
年
九
月
に
実
い
伝
統
を
け
が
す
こ
と
の
な
い
よ
う
茨

施
さ
れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
間
に
合
城
国
体
の
成
功
を
め
ざ
し
て
努
力
い
た

わ
せ
る
べ
く
、
野
球
場
の
新
設
、
関
連
し
ま
し
ょ
う
。
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(第1号） （2）高萩 市国体だより

…
基
本
方
針
も
と
に
県
民
総
参
加
の
態
勢
を
国
茨
城
国
体
を
全
県
民
あ
げ
て

国
民
体
育
大
会
の
本
旨
に
沿
と
と
の
え
、
清
新
な
大
会
の
運
成
功
さ
せ
る
た
め
の
県
民
運
動

い
、
二
○
○
万
県
民
の
英
知
と
営
と
参
加
者
の
受
入
体
制
の
万
を
広
く
展
開
し
、
こ
の
運
動
を

創
造
力
を
集
め
て
躍
進
茨
城
の
全
を
期
す
る
。

通
じ
て
県
民
の
国
体
参
加
の
意

象
徴
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
㈲
本
県
選
手
団
の
活
躍
を
期
し
欲
を
高
め
つ
つ
郷
土
を
愛
し
、

の
祭
典
を
実
現
し
、
ス
ポ
ー
ツ
て
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
大
と
選
友
愛
に
満
ち
、
創
造
的
気
風
に

の
振
興
を
通
じ
て
県
民
の
体
力
手
の
育
成
強
化
に
つ
と
め
、
◇
本
富
ん
だ
県
民
つ
く
り
を
推
進
す

の
向
上
と
気
力
の
充
実
を
図
り
県
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
基
盤
を
確
る
。

明
る
く
豊
か
な
県
民
生
活
の
基
立
す
る
と
と
も
に
広
く
県
民
に
㈲
国
体
開
催
を
契
機
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
て
そ
の
生
体
育
施
設
の
整
備
充
実
を
図
る

膿
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

明
る
く

膿
づ
く実

Ｈ
県
、

び
関
係

第29回国民体育大会会場地一覧

施
目
標

活
化
に
つ
と
め
、
明
る
く
健
全

な
生
活
環
境
の
醸
成
に
資
す
る

と
と
も
に
国
体
開
催
に
関
連
す

る
各
種
社
会
生
活
施
設
の
整
備

{ヨ

に
調
和
し
た
社
会
開
発
の
推
進

に
つ
と
め
る
。

侭
大
会
参
加
者
を
暖
く
迎
え
、

茨
城
の
ゆ
い
緒
あ
る
歴
史
と
耀

進
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
紹
介
し

て
各
都
道
府
県
と
の
親
善
を
深

め
る
。

一
、
実
施
種
目

国
体
の
実
施
種
目
は
、
競
技

種
目
、
公
開
種
目
お
よ
び
集

団
演
技
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
天
皇
杯
、
皇
后
杯
を

か
け
て
争
う
の
は
「
競
技
種
目
」

だ
け
で
す
。

二
、
会
期
と
会
場

第
二
十
九
回
に
あ
た
る
茨
城

国
体
は
、
夏
季
と
秋
季
に
分
け

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

秋
季
大
会
は
十
月
中
二
十
八
種

昭
和
四
十
九
年
に
行
な
わ
れ

る
第
二
十
九
回
国
民
体
育
大
会

は
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
し
て
、
全
国
各
地
か
ら
約
二

国体の今宝でに開催された県
これから開催される県

国
体第一

開催都道府県

京都.大阪.奈良

開催年回数
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京
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目
を
六
日
以
内
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
期
日
に
つ
い
て
は
、
過
去
何
日

間
の
気
象
を
調
査
し
て
、
慎
重

に
検
討
さ
れ
た
上
で
、
決
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

会
場
は
、
那
珂
町
に
、
建
設

中
の
、
陸
上
競
技
場
を
主
会
場

に
県
下
十
五
市
七
町
四
村
の
全

県
下
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

三
、
参
加
者

高
萩
市
で
開
催
さ
れ
る
競
技

に
参
加
す
る
予
想
人
数

中
央
競
技
役
員
一
六
人

選
手
監
督
一
五
○
人

競
技
会
役
員
係
員
二
五
○
人

競
技
会
補
助
員
五
○
人

協
力
婦
人
会
員
一
五
○
人

報
導
員
視
察
員
四
一
○
人

計
一
、
○
二
六
人

神奈川

兵庫

静岡

万
五
千
人
の
大
会
関
係
者
参
加

の
も
と
に
、
県
下
十
五
市
七
町

四
村
の
五
十
五
会
場
に
お
い
て

鮒
催
さ
れ
ま
す
。
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こ
の
国
民
体
育
大
会
は
、
終

戦
間
も
な
い
昭
和
二
十
一
年
十

一
月
、
戦
争
の
苦
し
み
を
少
し

で
も
忘
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
国
民
に
希
聖
と
勇
気
を
与
え

る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
の
が
国

民
体
育
大
会
の
は
じ
ま
り
で
す

「
国
体
は
国
民
の
各
層
を
対
象

と
す
る
」
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
祭

典
と
し
て
、
毎
年
各
都
道
府
県

も
ち
ま
わ
り
で
、
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

夏
季
大
会
と
秋
季
大
会
は
原
則

と
し
て
、
同
一
県
内
で
ひ
ら
か

れ
、
国
体
の
主
催
者
は
、
財
団

法
人
日
本
体
育
協
会
・
文
部
省

開
催
県
三
者
の
ゞ
主
催
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

目
的
国
民
体
育
大
会
は
、
広
く
国

民
の
間
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
、

ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
高
揚
し
て
、

国
民
の
健
康
増
進
と
、
体
力
の

向
上
を
計
り
、
併
せ
て
地
方
の

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
、
地
方
文

化
の
発
展
に
、
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
国
民
生
活
を
、
明
る
く

豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

大

埼⑳

淌

哩
、
略 分

玉

⑬
⑳
｜
⑳
｜
⑳

福井

埼長

岩手

和歌山

唖) 鹿児島県
一開決
定
催県 |: 蕊：
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（3） 高萩市国体だより (第1号）

㈲
、
国
体
高
萩
市
実
行
委
員
会

と
国
体
事
務
局

茨
城
国
体
全
般
に
つ
い
て
の

企
画
と
準
備
に
あ
た
る
た
め
、

昭
和
四
十
三
年
四
月
三
十
日
知

事
を
会
長
と
し
て
「
第
二
十
九

回
国
民
体
育
大
会
茨
城
県
準
備

委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
七
月
二
十
八
日

国
体
茨
城
県
準
備
委
員
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
開
催

種
目
軟
式
野
球
（
準
硬
式
）
が

高
萩
市
に
内
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
昭
和
四
十
六

年
二
月
十
六
日
関
係
企
業
、
関

係
各
官
庁
、
体
育
関
係
者
、
さ

ら
に
市
内
各
界
層
の
方
々
の
ご

参
加
を
得
て
、
高
萩
市
準
催
委

員
会
（
実
行
委
員
会
）
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
市
で
は
市
長
部
局
に
国
体

に
関
し
て
他
の
部
課
所
な
ら
び

△
和
野
地
内
に
建
設
工
事
を

急
ぐ
市
営
野
球
場

ｑ
和
歌
山
国
体
駅
前
案
内
所

識
心
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職
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蕊
難
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Ｆ
一
母
口
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》
一
僻
口
雫
司
聿
、
孟
母
－
１
Ｆ
王
ロ
ー
＊
三
》

す
す
む
国
体
の
準
備

市
営
野
球
場
は
七
月
に
完
成

に
議
会
お
よ
び
他
の
機
関
団
体

と
の
連
絡
、
準
備
委
員
会
（
実
行

委
員
会
）
と
の
連
絡
を
は
か
り

国
体
準
備
業
務
推
進
の
た
め
国

体
事
務
局
を
昭
和
四
十
六
年
七

月
一
日
よ
り
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
後
は
、
国
体
実
行
委

員
会
の
事
務
局
と
高
萩
市
国
体

事
務
局
が
一
体
と
な
っ
て
、
国

体
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

㈲
、
競
技
施
設

高
萩
市
で
開
催
さ
れ
る
軟
式

野
球
（
一
般
準
硬
式
）
の
会
場

と
な
る
高
萩
市
営
野
球
場
も
建

築
工
事
に
着
手
し
、
昭
和
四
十

七
年
七
Ｎ
完
成
を
目
指
し
て
進

行
し
て
お
り
ま
す
働
野
球
場
の

広
さ
は
総
血
債
’
一
二
、
九
六
六

平
方
メ
ー
ト
ル
、
両
翼
九
十
一

メ
ー
ト
ル
、
中
堅
が
一
二
○
メ

ー
ト
ル
あ
り
観
衆
は
一
万
人
収

客
出
来
る
正
式
野
球
場
で
す
。

ま
た
、
主
な
る
付
属
施
設
と
し

て
、
事
務
室
、
更
衣
室
、
医
務

室
、
役
員
室
、
控
室
、
会
議
室

放
送
室
、
記
録
室
、
便
所
、
審

判
控
室
、
ホ
ー
ル
、
メ
イ
ン
ス

タ
ン
ド
，
内
、
外
野
ス
タ
ン
ド

タ
ッ
ク
ァ
ウ
ト
な
ど
が
設
備
さ

れ
ま
す
。

一
方
各
会
場
地
市
町
村
で
も
施

設
の
整
備
に
相
当
の
力
を
入
れ

て
お
り
こ
れ
ま
で
施
設
の
不

足
や
、
不
備
を
か
こ
っ
て
い
た

本
県
ス
ポ
ー
ツ
界
に
今
後
一
段

の
飛
躍
が
期
特
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

白
、
輸
送
交
通
関
係

選
手
団
の
ほ
と
ん
ど
は
開
会

式
前
日
ま
で
に
国
体
臨
時
列
車

に
よ
り
、
各
会
場
地
に
到
着
し

ま
す
が
、
遠
来
か
ら
の
選
手
を

真
心
と
親
切
を
も
っ
て
迎
え
る

た
め
、
各
駅
に
案
内
所
が
設
け

ら
れ
湯
茶
の
接
待
な
ど
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

当
然
高
萩
駅
前
に
も
案
内
所

湯
茶
の
接
待
所
が
設
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
る
事
に
な
る
わ
け
で
す

秋
季
大
会
開
会
式
当
日
は
、

高
萩
市
内
に
宿
泊
す
る
選
手
団

（
約
二
五
○
人
）
を
式
場
へ
の

輸
送
と
終
了
後
輸
送
の
た
め
約

五
台
の
バ
ス
が
用
意
さ
れ
ま
す

卿
、
選
手
、
役
員
な
ど
の
宿
泊

対
策

国
体
に
参
加
す
る
役
員
、
選

手
、
報
導
員
・
視
察
員
等
関
係

者
の
大
会
期
間
中
に
お
け
る
宿

泊
に
、
県
お
よ
び
高
萩
市
が
責

任
を
も
っ
て
世
話
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
宿
泊

は
、
衛
生
上
の
管
埋
や
、
連
絡

上
の
便
宜
の
た
め
、
旅
舘
が
原

則
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
萩
市
の
場
合
宿
泊
を
予
想
さ

れ
る
人
員
は
約
五
九
○
人
そ

れ
ら
の
収
容
能
力
に
つ
い
て
は

開
催
時
ま
で
年
度
毎
に
細
密
な

調
査
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
て
お
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に
、
昭
和
四
十
六
四
十
七
年
九
月
に
は
競
技
会

年
七
月
に
実
施
し
た
宿
泊
施
設
運
営
の
実
態
に
応
じ
て
万
全
を

実
態
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
一
期
す
る
た
め
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大

般
宿
泊
施
設
（
旅
館
）
一
八
軒
会
と
し
て
、
新
装
な
っ
た
高
萩

で
、
宿
泊
可
能
人
員
は
九
五
○
市
営
球
場
で
、
高
松
宮
賜
杯
第

人
で
あ
り
、
宿
泊
に
つ
い
て
は
十
六
回
全
日
本
軟
式
野
球
大
会

問
題
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

国
、
競
技
運
営
と
そ
の
他
の
準
お
り
ま
す
。

備

以
上
の
外
に
国
体
を
成
功
さ

二
○
○
万
県
民
の
総
力
を
結
せ
る
た
め
に
は
、
通
信
の
整
備

集
し
て
行
な
わ
れ
る
、
茨
城
国
藝
一
備
、
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ

体
運
営
の
完
壁
を
期
す
る
た
め
と
、
選
手
強
化
の
問
題
等
を
あ

評
恥
錨
識
韮
鍛
痙
壬
嚥
劃
塞
沁
げ
れ
ば
大
小
無
数
の
準
備
が
必

の
で
、
中
央
競
技
間
体
の
指
導
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

を
う
け
、
県
内
競
技
剛
体
関
係
こ
れ
ら
の
準
備
は
、
県
国
体

者
、
高
萩
市
関
係
者
の
各
種
研
局
及
び
県
実
行
委
員
会
と
市
実

修
会
、
又
審
判
員
養
成
の
た
め
行
委
員
会
が
密
接
な
連
係
を
と

野
球
審
判
技
術
講
習
会
を
開
催
り
一
体
化
し
て
進
め
る
も
の
で

し
て
、
技
術
の
向
上
に
つ
と
め
す
。

弔
則
、
巳
日
凹
回
ｈ
Ｈ
、
』
■
雨
、
』
■
℃
日
日
姑
６
口
知
■
Ⅱ
句
』
日
咽
、
■
ｑ
、
■
ｑ
弓
■
■
、
』
■
屯
、
』
■
■
ぬ
凸
■
雨
間
■
■
』
■
ｑ
国
』
■
■
弓
■
■
喝
ｈ
叩
ｂ
■
■
、
ｂ
ｑ
蛤
■
■
、
日
勺
も
ｈ
■
も
■
ｑ
、
』
Ｒ
『
、
ｈ
ｑ
℃
ｈ
Ｉ

九
月
に
高
松
宮
杯
開
か
る

新
設
の
市
営
球
場
で

ｑ
Ｅ
ｑ
、
』
■
Ⅱ
、
■
則
肖
』
■
可
財
』
■
ｑ
、
』
■
ｑ
、
。
■
ｑ
巴
■
ｑ
ｑ
』
■
ｑ
、
■
ｑ
Ｌ
ｂ
ｑ
、
』
■
可
ｑ
』
■
『
省
』
■
■
周
一
■
■
“
』
■
侭
笂
』
■
ｑ
自
画
■
ｑ
ｑ
■
日
■
』
■
ｑ
■
■
町
田
ｈ
ｑ
、
』
■
、
、
尚
■
ｑ
、
』
■
『
弓
』
■
■
町
個
■
町
』
■
ｑ
、
や

昭
和
四
十
七
年
九
月
十
五
日
る
こ
と
に
な
り
、
各
県
の
予
選

か
ら
十
八
日
ま
で
の
四
日
間
、
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
通
過

新
設
さ
れ
た
高
萩
市
営
野
球
場
し
た
十
六
チ
ー
ム
、
約
三
五
○

と
高
浜
町
の
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
人
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
市
内

両
球
場
を
使
っ
て
、
高
松
宮
賜
の
各
旅
館
に
宿
泊
し
ま
す
。

杯
第
十
六
回
全
日
本
軟
式
野
球
当
大
会
に
は
、
高
松
の
宮
殿

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
下
を
は
じ
め
大
会
関
係
者
多
数

り
ま
し
た
。
参
列
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
昭
和
四
十
九
年
￥
」
の
大
会
を
機
会
に
国
体
を

に
開
催
さ
れ
る
第
二
十
九
回
茨
成
功
さ
せ
る
た
め
街
中
を
花
で

城
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
か
ざ
り
、
親
切
運
動
を
展
開
し

開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。
て
「
明
る
い
、
住
み
よ
い
、
ま

高
松
宮
賜
杯
大
会
は
、
一
部
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
に
市

（
Ｂ
級
Ⅱ
十
六
チ
ー
ム
）
、
二
民
一
人
一
人
が
こ
の
大
会
に
参

部
（
Ｃ
級
Ⅱ
十
六
チ
ー
ム
）
に
加
し
て
、
全
国
か
ら
集
ま
る
選

別
れ
て
、
第
一
部
は
日
立
市
、
手
の
皆
さ
ん
を
暖
か
く
迎
え
ま

第
二
部
は
高
萩
市
で
行
な
わ
れ
し
よ
う
。

－623－
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国体 、を見て誉
捧

馨

楽
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日
高
萩
市
開
催
の
意
義

第
二
十
九
回
国
民
体
育
大
会

が
茨
城
県
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
高
萩
市
が
軟
式
野
球

（
準
硬
式
野
球
）
競
技
会
場
地

を
受
け
持
ち
、
そ
の
す
べ
て
を

ひ
き
う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
は
単
に
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
の
象
な
ら
ず
三
万
市
民
の
総

力
を
結
集
し
て
行
な
わ
な
け
れ

ば
そ
の
成
功
は
な
し
え
な
い
も

の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

特
に
国
民
体
育
大
会
の
開
催

の
た
め
の
準
備
の
成
果
は
、
そ

の
ま
ま
文
化
、
昨
業
、
経
済
な

ど
市
勢
全
般
に
わ
た
る
高
萩
市

の
確
進
を
全
国
に
示
す
絶
好
の

ミ
カ
ン
と
花
の
紀
州
路

高
萩
市
体
育
協
会
長
沼
田
吉
人

十
月
一
一
十
四
日
か
ら
二
十
七
て
い
る
の
は
県
民
運
動
、
市
民

日
ま
で
和
歌
山
国
体
を
視
察
し
運
動
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

て
感
じ
た
こ
と
を
述
寒
へ
て
詮
ま
和
歌
山
県
で
は
、
四
年
前
か

す
。
ら
「
き
れ
い
な
郷
土
、
親
切
、

国
体
を
開
催
す
る
に
あ
た
つ
ま
ご
こ
ろ
」
で
国
体
を
迎
え
ょ

て
、
開
催
県
は
基
本
方
針
を
決
う
と
県
民
運
動
を
展
開
し
て
、

め
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
実
施
目
と
く
に
「
き
れ
い
に
し
よ
う
花

標
を
か
か
げ
本
番
に
結
実
さ
せ
い
っ
ぱ
い
運
動
、
親
切
に
し
よ

る
。
こ
の
実
施
目
標
を
目
標
通
う
親
切
運
動
」
を
展
開
し
て
き

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
市
勢
蹄
進
と
、
市
民
意

ま
た
一
人
一
人
が
国
体
の
参
識
の
高
揚
を
は
か
る
絶
好
の
機

加
を
目
指
し
て
展
開
さ
れ
た
一
〈
会
で
も
あ
り
ま
す
。

ポ
ー
ッ
の
祭
典
と
、
市
民
運
動
目
市
民
連
動
の
必
要
杜

は
市
民
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
わ
た
し
た
ち
は
、
国
体
を
迎

「
た
く
ま
し
さ
」
と
ね
ば
り
強
え
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
運
動

Ｆ

、

、

△

■

ｒ

、

由

凸

〃

▽

、

、

ｄ

■

、

１

０

Ｆ

、

く

△

■

、

ワ

ヴ

ョ

■

Ｆ

ｒ

１

氏

’

７

把

島

凸

■

■

Ｔ

、

ｈ

ｊ

８

ｒ

、

、

ｊ

凸

、

Ｙ

、

、

ｊ

０

Ｆ

３

Ａ

４

０

７

Ｊ

▲

■

Ｆ

ｐ

ｊ

、

。

■

▽

１

４

’

■

■

■

▼

Ｂ

ｒ

且

■

Ｆ

ｒ

ｊ

く

Ａ

ザ

ｑ

Ｊ

ｑ

■

■

ｇ

ｒ

ゾ

凸

■

Ｕ

・

◇

凸

■

日

Ｔ

ダ

ム

＆

一
茨
城
国
体
の
成
功
は
、
一

み
ん
な
の
力
で
｛

ｒ
ず
！
！
！
＃
！
！
！
！
ｊ
／
！
ｌ
１
ｌ
１
Ｉ
１
ｉ
ｉ
ｉ
Ｌ

さ
」
そ
し
て
人
情
豊
か
な
情
操
の
必
要
性
を
見
出
す
こ
と
が
で

を
も
た
ら
し
、
積
極
的
で
建
設
き
る
の
で
は
な
い
か
少
思
い
ま

的
な
高
萩
に
ふ
さ
わ
し
い
体
力
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
茨
城
国
体
の

と
気
力
を
も
つ
市
民
を
育
て
あ
洲
催
を
契
機
と
す
る
市
勢
の
賊

げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
進
と
市
民
意
識
の
高
揚
を
は
か

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
国
体
る
た
め
に
、
市
民
一
人
一
人
の

が
高
萩
で
開
か
れ
る
こ
と
は
ま
自
覚
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
市
民

蕊
三
一
口
一
三
口
蝉
聴
剛
糾
州
い
珊
幡
品

：
一
成
功
す
る
め
、
競
技
会
場
、
各
駅
な
ど
に

蕊
獅
臓
蝿
賑
醗
獅
齪
編

》
一
￥
》
癖
篝
篭
荊
激
議
辨
懲
灘

I
す
べ
て
の
相
互
協
力
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
国
体
高
萩
市

開
催
の
意
義
を
理
解
し
て
、
そ

の
成
功
を
期
す
る
心
椛
え
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機

会
に
街
づ
く
り
の
推
進
や
積
極

的
、
建
設
的
、
市
民
性
の
育
成

を
め
ざ
す
一
大
市
民
運
動
の
展

開
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
明
る

く
住
桑
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
る
た
め
、
市
民
運
動
推
進

協
議
会
を
設
置
し
て
市
民
運
動

を
開
展
い
た
し
ま
す
。

鉢
を
見
た
と
き
は
、
は
る
ば
る

紀
州
路
に
や
っ
て
き
て
す
ば
ら

し
く
気
持
よ
い
感
じ
が
し
ま
し

た
。
運
営
に
つ
い
て
も
県
実
行
委

員
会
と
競
技
開
催
市
町
村
の
実

行
委
員
会
の
苦
労
か
よ
く
出
て

お
り
一
例
を
上
げ
て
み
る
と
．

婦
人
会
な
ど
は
朝
早
く
か
ら
市

内
の
美
化
運
動
に
努
め
て
い
ま

し
た
。ま
た
、
親
切
運
動
で
も
実
に

気
持
よ
く
わ
た
し
た
ち
を
迎
え

脂
“
誹
津
錨
評
母
大
森
キ
ク

ま
さ
に
国
体
日
和
、
心
ゆ
く
井
寺
の
緑
の
山
を
背
景
に
競
技

ま
で
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
下
、
場
一
杯
に
色
あ
ざ
や
か
な
風
船

第
二
十
六
回
和
歌
山
国
体
の
幕
が
秋
空
に
こ
だ
ま
す
る
フ
ア
ン

開
け
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
御
フ
ア
ー
レ
と
共
に
舞
い
上
っ
た

臨
席
の
も
と
に
開
会
式
が
行
な
様
子
は
見
事
な
も
の
で
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。
名
に
し
お
う
三
式
に
先
立
っ
て
の
民
族
舞
踊
、

I 県
民
あ
げ
て
の
親
切
運
動

一

そ
し
て
集
団
減
技
は
実
に
よ
く

訓
練
さ
れ
、
多
く
の
人
の
集
団

で
あ
っ
て
こ
そ
、
み
ら
れ
る
躍

動
の
美
、
色
彩
の
美
し
さ
を
表

現
し
国
体
の
意
識
を
ぞ
ん
ぶ
ん

に
観
衆
に
示
し
て
く
れ
た
感
激

の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

幼
碓
園
児
か
ら
婦
人
会
の
お

ば
さ
ん
ま
で
長
い
間
の
練
習
さ

ぞ
か
し
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
に
も
ま
し
て
敬
服
し
た
こ
と

は
県
民
運
動
、
市
民
運
動
と
し

て
、
国
体
を
目
標
に
推
進
さ
れ

た
実
践
活
動
が
見
事
に
実
っ
て

い
る
こ
と
で
し
た
。

「
一
つ
に
笑
顔
で
親
切
、
二
つ

に
町
を
き
れ
い
に
、
三
つ
に
た

て
く
れ
た
あ
の
感
激
を
来
る
四

十
九
年
の
茨
城
国
体
で
わ
た
し

た
ち
高
萩
市
民
が
、
全
国
か
ら

集
ま
る
選
手
役
員
の
皆
さ
ん
を

暖
か
く
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

本
県
も
全
県
民
に
運
動
の
趣

旨
を
浸
透
さ
せ
て
、
そ
の
運
動

が
茶
城
国
体
の
と
き
に
最
高
の

盛
り
上
り
を
見
せ
、
高
萩
市
民

の
皆
さ
ん
も
こ
の
国
体
を
契
機

に
「
明
る
く
、
住
魂
よ
い
、
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
ま
し
く
」
を
合
言
葉
に
一
人

一
人
が
実
に
親
切
て
い
ね
い
に

接
し
て
く
れ
た
こ
と
は
身
に
し

み
て
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
茨
城
県
民
と
し
て
の

高
萩
市
民
も
今
か
ら
心
す
べ
き

こ
と
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。
茨

城
国
体
が
ま
ど
こ
ろ
国
体
で
あ

る
な
ら
ば
す
べ
て
に
対
し
て
無

限
の
愛
情
を
も
ち
最
大
の
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か

た
く
心
に
誓
っ
た
の
で
し
た
。

列
車
か
ら
ホ
ム
に
降
り
た

と
た
ん
に
、
あ
つ
、
客
は
こ
う

し
て
迎
え
る
べ
き
で
あ
る
と
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
駅
の
階
段
は

全
部
水
洗
い
し
て
あ
り
ま
し
た

花
い
っ
ぱ
い
連
動
も
実
に
よ
く

徹
底
し
て
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

と
サ
ル
ビ
ア
の
花
が
調
和
よ
く

い
た
る
と
こ
ろ
に
植
え
ら
れ
て

あ
り
ま
し
た
。
街
の
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
は
『
よ
く
い
ら
つ
し
や

い
ま
し
た
」
の
幟
断
幕
か
張
ら

れ
わ
た
し
た
ち
を
親
し
く
ね
ぎ

ら
っ
て
い
る
の
が
う
れ
し
く
感

じ
ま
し
た
。

国
体
事
務
局
の
責
任
者
の
方

は
県
民
運
動
の
推
進
競
中
に
国

体
に
突
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た

と
の
お
話
し
で
し
た
が
、
わ
た

し
た
ち
に
は
和
歌
山
県
民
一
人

一
人
が
国
体
を
背
負
っ
て
い
る

気
構
え
が
は
っ
き
り
と
感
じ
ら

れ
、
そ
の
み
ご
と
さ
に
心
か
ら

敬
服
い
た
し
ま
し
た
。
と
同
時

に
当
市
で
も
市
鶴
一
人
一
人
に

こ
の
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
の
実
践
活
動
の
推
進
の
重
要

さ
を
痛
感
し
、
何
が
な
ん
で
も

や
ら
ね
ば
と
、
心
深
く
ち
か
っ

た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

624－


